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自分から求めて動く 

～自分（たち）で考え判断し行動する～ 

子どもたちには、通常からよく言っていますが、教えてもらうのをじっと待っているのではなく、

自分から学ぶ行動を起こすこと、自分たちで対話を重ねながら学び合うことを大切にしていくこと

を求めています。自分が望んで入部してきたわけですから、「自分から求めて動く」ことを求めてい

きます。「言われたからする」「言われればする」「言われたことはする」という姿勢ではなく、「自

分（たち）で考え判断し行動する」姿です。 

今、若者のなかに、浅はかな考え、軽率な行動で、自分のその後の人生のすべてを失いかねない

事件が相次いで発生しています。自分の人生だけではなく、家族の人生も巻き込んでしまうことに

なりかねません。 

私の独り言ですが、「しっかりしろよ」「本当に困った時に相談できる相手をもっとけよ」「ネット

の世界じゃなく、対面でつき合える友だちつくっとけよ」。「全日本選手にまで選ばれとって何しと

んや。プロの選手やろ、いいこと、悪いことの判断もつかんままスポーツだけやっとったんか」…。 

しかし、そもそも、しっかりするように育ててきたのかということを、私たちおとなは自省しな

ければなりません。今の子どもたちの生活を見、どんな願いをもち、何を求めて、どのようにかか

わっているのか、ここがとても重要です。単に人の指示に従うだけの子、言われれば言われた通り

する子、人の言いなりになる子、ではだめです。事の良し悪しを判断することなく、人につられて

やってしまう子ではだめです。自分で考え判断し行動できる子でなければだめなんです。 

私（たち）は、バスケット選手を育てることを第一義としていません。バスケットを通じて人を

育てること、その育ちをサポートすることを第一義としています。 

男女共、自分たちで言葉を交わしてアドバイスをしたり、自分から「見てください」とか、「こう

いうときはどうしたらいいですか」など、たずねにきたりする姿を求めています。そのような姿が、

例年より多く見られるのが今年の特徴で、可能性を感じさせてくれる面々です。今後の成長を楽し

みにしています。 

日常的にはまだまだ波があり、トラブルもありますので、手放しですべてを任せられる状況では

ありません。トラブルがあれば、時間はかかりますが、子どもと対話を重ねながら、問題点を明ら

かにし、そこを自覚させて改善を求めます。一朝一夕にはいきませんが、適切な介入とサポートを

根気よく続けていくことで、子どもたちの可能性を信じて成長を促していきます。 
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